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取扱説明書
ご使用の前にこの説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いくださいc
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■特長
1. 親機子機の配線は工事の容易な2線式です。
2. 親機3台まで相互間の通話ができます。
3. ドアホンアダプタの中継で、ドアホン子機 

を3台まで接続することができます。
4. 親機で転送操作を行なうことにより子機相互 

間や子機と他のグループの親機または子機と 

通話できます。ただし、ドアホン子機は、親機 

との通話のみで、転送することはできません。
5 •通話終了後は送受器を置くだけで通話回線が
自動復帰します。

6 .親機が通話中の場合でも、ドアホンf機から
の呼出音が鳴ります。

7. 秘話方式ですから、通話中他の子機に話しを 

聞かれることがありません。
8. 子機からの呼び出しは、親機に呼出音と該当 

する選局表示灯の点灯によって知らせます。
9. 通話中に他の子機から呼び出しがあった場合 

は該当する選局表示灯が点灯し子機に話中音 

が出ます。
10. 子機は送受器をあげるだけで親機を呼び出す 

ことができます。
11. 取付けに際して、監督官庁などの許町は必要 

ありません。

■禁止事項
•電源プラグをコンセントにさしたままセットを 

絶 >.1•にあけないでください0 
•セット、端子、コネクタ等に水などを絶対にか 

けないでください。
•指定以外の端子に電源（AC100V）を絶^•に接 

続しないでください。

■お手入れ
ケースの清掃は慎重に行なってください0ケ—ス 

を清掃されるときは、やわらかい布でからぶきを 

してください。汚れがひどいときは、プラスチッ 

ククリーナーか洗剤でふ.き取ります。シンナーな 
どは絶対にご使用にならないでください。

■ご注意
増設選局部を接続する場合は、親機と増設選局部 

の総選局数は60局以内にしてください。60局以上 

の場合、例えば100局になると親機が通話中に、 
他の局からの呼出す確率が多くなり、相手を待た 

せることになります0



■構成
ナショナルコミュニケーションシステムは、次 

の機器により構成されています。
•10局親機 VL-355

• 20局親機 VL-356

• 20局増設選局部 VL-655

• 40局増設選局部 VL-656 

.壁掛形子機 VL-555 

•卓上形子機 VL-556

•ドアホン アダプタ V L-955 

•ドアホン子機 VL-568、582、583、584、

585、 586、 587、 592

各機器の付属品は次の通りです。
VL-355、VL-356 

壁掛取付けネジ 

VL-655

壁掛金具1個 

接続コード1個 

VL-656

壁掛取付けネジ 

増設金具1個

1式 取付型紙1枚

壁掛取付けネジ1式 

増設金具 1個

1式 接続コード1個 

取付型紙 1枚

■通話系統
このナショナルコミュニケーションシステムは、 

親機、増設選局部、子機、ドアホン子機の組合せ 

により、いろいろな通話系統ができます。

參親機と子機による組合せ（例）

親機

★親機VL-355の場合、子機10台まで接続可能 

★親機VL-356の場合、子機20台まで接続可能 

★親機VL-355+増設選局部VL-655の場合、

子機30台まで接続可能。

★親機VL-356+増設選局部VL-656の場合、

子機60台まで接続可能。



親機2台による組合せ（例）

子機

.]•し、3台まで接続可能：（ただ 
，アダブタ1台が必要ですノ

親機と子機 

組合せ（例）
ドアホン子機の

子機

親機

ドアホン？•機は、親機1台によ 

しドアホン子機1台にドアホン

ド
ア
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■各部の名称

電源表示灯 選局表不灯

己名カード

配辱ケーブルクランパー 端子群

壁掛用ネジ孔

呼出音量調整器

増設用
/ピン ソケ•シ

蘇i發

晒爾爾

増設用金具取付ネジ孔
4^ 酬■"■"二

親機接続用 
差換えチップ

里源スイッチ 選局ボタン

HOLDボタン

増設呼出スピーカー 
接続用端子_ _

I川I川1111圓

20局用親機VL-356



外設端子ボックス 選局表示灯
選局ボタン !1掛下金微掛孔（子機接続用）

増設用金具 
取付ネジ孔

増設用
接続端子/こ：

己名カード

壁掛金具と 7ピン
取付ネジ_ 接続コ-
20局増設選局部VL-655

局増設選局部VL-656

壁掛取付ネジ増設金具と 
20局親機VL-355取付ネン 

40局親機VL-356 20局増設 
40局増設選局部選局部 

VL-656 VL-655

20局用増設選局部VL-655 親機、増設選局部の付属品



使いかた

■通話の前に
1.記名力ードの記入方法

①記名力ードの上のプラスチックカバーの端を 

写真のように指先で矢印方向に押すと浮き上 

ります。

_いて、記名カードをとり出し、各番号に相 

当する相手の名称を記入します。
③記入が終ったら、記名カードを先:に入れブラ 

スチックカバーをはめ込みます。プラスチッ 

クカバーはどちらか一方の端より入れ、あと 

は他方の端を押し込めば簡単にはめ込めます。

■通話の方法
1•親機(VL-355.VL-356)と子機(VL- 

555x556)の通話

(1)親機から子機を呼出して通話する場合

①親機の送受器をあげ、選局ボタンを押してく 

ださい。(この時選局占ポ灯が点灯)。子機に 

呼出音(トレモロ断続音)が鳴ると共に、親機 
にバノクトーンが入り、呼出していることを 

確認できますC dyf機呼出しの
バックトーンが聞えるc

'最初に送受器を
とりあける。

②次に選局ボタン
を押す。

機の送受器をとりあげると、呼出音は止ま 

りますのですぐ通話ができます0 

③通話が終つて親機と子機の双方が送受器を置 

くと、表示灯が消え、親機、子機とも待受け 

の状態にもどります。

(2)子機から親機を呼出して通話する場合

機の送受器をあげると、親機の選局表示灯 

が点灯し、呼出音(トレモロ断続音)が鳴り、 
呼出しがかかります。
_機で送受器をとりあげ選局ボタン(表示灯



の点灯している上のボタン）をす甲すと通話が 

できます。
③通話が終ったら、1—（1>—③（P 6参照）と 

同じ操作をすれば、親機、f機とも待受けの 

状態になります。

（3）親機と例えば子機1番の通話中に、他 

の子機2番が呼出しをかけた場合

（IM機の選局ボタン2香の表示灯は点灯します 

が呼出音は鳴りません。2番の子機（後から 

かけた方）には、話中音が出ますから、親機 

が他の局と通話中であることがわかります。
イ•機1番との通話が終ってから、子機2番と 

通話します。

<41子機どうし（例えば4番と5番）がM 

話する場合
①イ•機5番は親機に呼出しをかけ、親機の応答 

があったら、子機4番への転送を依頼します。
_機は子機4番の選Wボタンを押して呼出し 

をかける。このとき/-機5港には話中音が間 

えますが、そのままにしてお待ちください。

転送完了後送受器を 
もとにもどす

HOLDボタンを押す_

③ 子機4番より応答があったら、親機のHOLD 

ボタン（ホールドボタン）を押し、次にf機5 
番の選）4ボタンをふたたび押してください。 
f機5港に/-機4番と接続したことを知らせ
親機の送受器をもとどおり置きます。
※親機の送受器をあげたままの状態では了-機4 
番、f機5番と親機の3者M話を行うことが 

できます。
④ 子機4准と5悉のMMが終り、双方が送受器 

を置くと親機の選尚在示灯が消え、親機、f 

機4番、5希とも待受けの状態になります。



2. 親機（VL-355、VL-356）とドアホン子機 

の通話

（1） ドアホン子機から親機を呼出して通話 

する場合

①ドアホン子機の呼出しボタンを押すと、親機 

の選局表示灯が点灯し、呼出音（トレモロ断 

続音）が鳴り呼出しがかかります。選局表示 

灯の点灯と呼出音は約20秒間続きます。なお、 
ドアホン子機には呼出音のバックトーンが入 

ります。
_機で送受器をと•りあげ、選局ボタンを押す 

とドアホン子機と通話ができます。
③通話が終り親機の送受器を置くと待受の状態 

になります。

（2） 親機が子機と通話中のときドアホン子機 

からの呼出しがあった場合

① 親機の選局表示灯が点灯し、通話中の親機、
子機に小さく呼出音が聞えます。
② ドアホン子機と通話するときは上記（1>—②の 

操作をしてください。

3. 親機（Vし355、Vレ356）どうしの通話

親機どうしの通話が必要な場合は事前に親機底

部の切換えリード線を「REMOTE」から 

「MASTER」のチップに差換えておいてくださ 

い。（出荷のときは「REMOTE」に接続されて 

います。）

• «

I■-■■攀■■糖

1 酬11圓隱

リード線を 
差換えて 
ください。

U
_機1番からもう一方の親機2番を呼び出し 

て通話する場合は、親機1番の送受器をとり 

あげ選局ボタン（親機2番用）を押してくださ 

い。親機2番に呼出音（トレモロ断続音）がで 

ると共に、親機1番にバックトーンが入り呼 

出していることがわかります。
_機2番が送受器をあげると呼出音が止まり 

選局ボタン（親機1番用、点灯中）を押せば通 

話ができます。
③通話が終り、親機1番と親機2番の双方が送 

受器を置くと、待受けの状態になります。
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④接続の後、付属の増設金具とネジ4本で双方 

の本体を連結してください。

■壁掛として使用する場合 

1•親機（VL-355、VL-356）または40局増設 

選局部（Vし656）の壁掛
① 1寸属の壁掛取付ネジを本体底部の壁掛用ネジ 

孔（ 2力所）の寸法に合せて壁面に取付けます。 
このとき、ネジの頭と壁面との間隔を4 mm程 

にしてください。（付属の型紙をご利用くだ 

さい〇）
② 本体底部の壁掛用ネジ孔に取付ネジが2力所と 

も合ったことを確認してから、本体を下へ少 

し引下げて本体ネジ孔の細い部分にかん合さ 
せてください。
③ とりはずしは本体を上へ引上げてください。

2.20局増設選局部（ソレ655）の壁掛

（1）1個用スイッチボックスに取付ける 

場合

壁掛金具

壁掛金具
取付ねじ

Iコ用スイッチボックス

①壁掛 
金具へ 
引掛ける

引掛け 
後、下 
引く

① 壁桂卜金具を付属の取付ネジでスイッチボック 

スにしめつけます。
（注意）小型1個用スイッチボックスカバーな 

しには取付けられません。
② 壁掛金具取付ガイドに壁掛金具を合わせ金具 

の下方から金具を引掛孔にはめ込み、引き下 

げてください。
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■配線距離による線種の選定
~~~- - - - - -  線種(mm/本)
機器間 '〜〜-_ _ ^(mra)

0.18 /12より線 
0.65単芯線

0.18 / 20より線 
0.8単芯線

親機〜室内子機 150m 250m

親機〜親機 150m 250m

親機〜ドアホンアダプタ 40m 60 m

ドアホンアグプタ〜ドアホン子機 150m 250m

I機器間配線数
名品 -

者n
D

C
D 間尉機 名n

p
C
D 番品 数線己6

li親
5
 

6

5
 

5

3
 

3
-
-

L
 

L

V
 

V
~ 機中内室 V L— 5 5 5

V L-5 5 6 極無/
I
V線2別涸

機親
5
 

6

5
 

5

3
 

3

IIL
 

L

V
 

V

1 機親
5
 

6

5
 

5

3
 

3二L
L
 

V
 

V 4)極有線2別個

機親
5
 

6

5
 

5

3
 

3二L
 

L

V
 

V
ン
タ

ホ
プ

ア
ダ

ド
ア 5591LV 線6

ン
タ

ホ
プ

ア
ダ

ド
ア

5591LV 一 ン
機

ホアド
子 種機合適 性 

|

極 無線2

機親
5
 

6

5
 

5

3
 

3

IIL
L
 

V
 

V
設部I

O

曽
M

5
 

6

5
 5

6
 6

IIL
 

L

V
 

V K)-

nンピ77

12
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■保証•サービス
この製品には1年の保証がついております。

① 保証書は、販売店で発行しますから、必ず「販売店印•保証期間」をご確 
認のうえよくお読みいただき、大切に保存してください。

② 保証期間中、万一故障を生じた場合は、保証書記載事項にもとづき、お求 
めの販売店で「無償修理」いたします。

③ 修理依頼される前に、この取扱説明書をよくお読みください。
④ 保証期間後のサービスについては、購入店または、当社指定サービス店に 

ご相談ください。

松下通信工業株式会社.通信システム事業部
〒224横浜市都筑区佐江戸町600#地電話(045)932-1231(大代表)
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1台の子機と2台の親機の接続

親機VL-356端子板 親機VL-356瑞子板
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34 35 36 37 38 39 40
0B[§J[|]k!j0Q

I
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ドアホンアダプタ VL-955 !

屬i：
LJ[2}8-

ドアホンアダプタ VL-955

:街］嚇: 

:糧j ［盤:
ドアホンアダプタ VL-955

mrmvL-356

-CDドアホン子機

10局用親機VL-355 
端子板

10局用親機VL-355 
端子板

-01番

-mドアホン子機 
-02番

-mドアホン子機 
-03番

CD [U m lu
VL-555
子機4番

VL-555 
子機N番

CD 1

VL-555 
子機16番

!ご注意11.このシステムの場合は親機と子機の接続は極性がありますので 
間違えないようにしてください。

2. 2台の親機に接続してある子機は、他の子機との通話転送 
はできません,

000固固 
座®S

16 17 18 19

29 30 31 32 33
01^130m

5 9 1011 121314 15
0000LiJlIlliJ0IkllS
PS
20 21 22 23 24 25 26 27 28
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★配線図
■親機3台と子機またはドアホン子機との接続
★親機どうしの接続のときは事前に次のことを行なってください。（取扱説明害8ページの写真参照） 
I•底部の切換えリード線4番を「REMOTE」から「MASTER」のチップに差換えてください。

2.同じくリード線5番を「REMOTE」から「MASTER」のチップに差換えてください0

3•接続する相手の親機がI台のときはリード線4番を「REMOTE」から「MASTER』 
のチップに差換え、リード線5番は「REMOTE」のままにしておいてください。

呼出増設用スピーカ 
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子機14番 
VL-556

子機I番 
VL-555

子機6番 
VL-555

子機8番 
VL-556

子機2番 
VL-555

[〇 H] [D 1_2J ILJ Q [B El cd [ji o y

子機7番 
VL-555

子機I 〇番 
VL-556

Lku甲

-0

 =

日
「ん

a
 田

rD」 

3
y
w
n

[I]

2
0
S
a
 回
 

—回
网

.

卜
0
 

U
0

u

回
—

I2
[I3

四
^
 

270
 

260

u

固

 
s

營
 
s

9
0
230
-
1

 

8
回

220
 

?

回一1

1

 
—
 

i
a
0

2
1
 

I
 

-

 

350
 

340

U
0
 

U
0

I2
[i]
261

251

1
0
24

-
9
0
23I 280

。0
221

-
7
0
1
〕

—

-
6
0
S
2O0
34

HNf
i

LEJ
39

IEJ
38

El0
36

0

000回00

-
I

S
A]S
「

=

田
rD」
S
0

㈣
け
回
 
s

S
K
回

蟲

^
290

^
0U

0
280

1
5
2
0
270

|

咼

260
4〇|
_
1

—
M
®
25
11]s

s

i
m
s
m
s

9
0
23回

37
[I1

1
8
0

 SOI

 S

 回

〜
0

[M3S
 
s

5

[1]=
B
「A
1

,

[I]g
rD」

32

j

回
s
n
回

Z
0
®
a
®

&

330
r

00
300290



■親機と子機またはドアホン子機との接続
呼出増設用スピーカ 

VL-86IW
子機6番子機8番 子機14番

VL-555 VL-555 VL-556
[|J H]

||b II E |[E |[e]P0IL-

22 23 24 25 26
0iujg[f][Ej[i]yyE3

30 31 34 35 36 37 38 39 40
00^00

i鶉親機VL—356

■CDドアホン子機

VL-955 J

mドアホン子機
43 2番

ドアホンアダプタ VL-955 j

¢1ドアホン子機
切3番

■親機と増設選局部との接続
親機底部の7ビンソケットへ

端子板へは
付属の接続コ
同色と接続して

®6 9〇

20局増設選局部VL-655 
底部端子板

端子板へは
付属の接統コードの
同色と接続してください0

ださい。

26 27 28
SB®

40局増設選局部VL-656

底部端子板


